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光が物質中を通過するときにふられる帖イfのl吸収や,物音守

が発する特有な光を分1叶する分光分析法は､物閂の梢造やこ状

態をり州干する1と呈;王性いずれにも適Lたイヨ‾効な-‾手指である｡

分光分析には九を波土主♂)順Ji'二に批列する分｢枚ナが必安であり,

二れにはⅠ[J川テ桁十あるいはプリズムがイか召される｡プリズム

の柑作は彼氏によって†亡上川子中が変化する柑料】占げrグ)一Irげiに依

存するのに対し,トー川f倍十は無数の桁イ･満からJ丈射する(あ

るいは池過する)光の十渉現象を利川Lたものであり,その

特件は桁-fl毒の配列状態に依存する｡近年,精密工作,光学,エ

レクトロニクスなどの総合技術により,回折格十の格子溝を

光波良以下のオーダーの間隔精度で刻むことが可能になり,

これにより分光分散∫一としての回折格イーの件能はプリズムの

それを棲性;するものとなった｡ン享真は日立製作所r†+央研究所

のルMリングエンジンで製作した回折格十による=熱電球の

スペクトルで､二の】L-川子什j′･は八仙ミクロンの溝1H州ポ描引空に

ょり,数トノノーのウナ解能を持つ｡([ト■/二鮒1三巾 小火肝先仰
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